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官
僚
に
よ
る
首
相
答
弁
資
料
作
成
と
鳩
山
政
権
の
「
脱
・
官
僚
依
存
」
の
考
え
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

鳩
山
政
権
は
、
「
脱
・
官
僚
依
存
」
「
政
治
主
導
」
を
掲
げ
て
い
る
。
鳩
山
首
相
が
代
表
を
務
め
る
民
主
党
は
、
野
党
で

あ
っ
た
時
期
に
は
、
官
僚
に
よ
る
答
弁
資
料
作
成
や
答
弁
資
料
に
基
づ
い
た
答
弁
を
「
官
僚
任
せ
」
だ
と
し
て
厳
し
く
批
判
し

て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
般
、
い
わ
ゆ
る
質
問
取
り
を
、
大
臣
政
務
官
で
は
な
く
官
僚
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
官
房
長
官
か
ら
発

表
さ
れ
た
。

ま
た
、
衆
議
院
で
鳩
山
首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
対
す
る
代
表
質
問
が
始
ま
っ
た
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日
の
読
売
新

聞
朝
刊
と
朝
日
新
聞
朝
刊
に
は
、
「
首
相
官
邸
の
内
閣
総
務
官
室
が
、
各
府
省
に
対
し
て
、
首
相
や
官
房
長
官
の
た
め
の
答
弁

資
料
を
作
る
よ
う
、
十
月
二
十
二
日
付
の
指
示
文
書
を
出
し
て
い
た
」
、
「
指
示
文
書
に
は
、
答
弁
資
料
を
作
る
に
あ
た
っ
て

の
詳
細
な
留
意
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
旨
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

両
紙
記
事
に
よ
る
と
、
平
野
官
房
長
官
は
、
十
月
二
十
七
日
に
「
指
示
は
事
務
方
の
独
断
で
あ
る
」
と
し
て
、
撤
回
を
指
示

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
十
月
二
十
八
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
に
は
、
「
二
十
七
日
夜
に
な
っ
て
も
首
相
官
邸
か
ら
各
府
省
に
対
し
、
答
弁

一



作
成
の
た
め
に
帰
宅
せ
ず
に
待
機
す
る
よ
う
指
示
が
出
た
と
い
う
。
あ
る
内
閣
官
房
官
僚
は
『
自
分
た
ち
が
答
弁
を
つ
く
る
の

か
、
作
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
さ
え
分
か
ら
ず
、
待
機
す
る
。
意
味
が
分
か
ら
な
い
』
と
ぼ
や
い
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

結
局
は
、
十
月
二
十
七
日
深
夜
に
な
っ
て
、
内
閣
総
務
官
室
か
ら
答
弁
作
成
依
頼
が
あ
り
、
各
府
省
に
よ
る
答
弁
作
成
が
行

わ
れ
た
と
側
聞
し
て
い
る
。

私
自
身
は
、
「
政
治
主
導
」
と
は
、
各
閣
僚
が
政
権
と
し
て
実
現
を
目
指
す
政
策
の
方
向
性
を
明
確
に
示
し
、
官
僚
が
閣
僚

の
指
示
に
従
っ
て
当
該
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
実
務
を
忠
実
に
こ
な
す
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
官
僚
に
よ
る

質
問
取
り
や
答
弁
資
料
作
成
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
仮
に
、
野
党
時
代
に
は
官
僚
に
よ
る
答
弁
資
料
作
成
を
厳
し
く
批
判
し
、
「
脱
・
官
僚
依
存
」
を
掲
げ
て
先
の
総

選
挙
に
大
勝
し
た
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
権
が
官
僚
に
答
弁
資
料
作
成
を
命
じ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
国
民
に
対
す
る
大
い
な

る
背
信
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
方
で
、
平
野
官
房
長
官
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
通
り
、
内
閣
総
務
官
室
が
政
権
の
意
思
を
無
視
し
て
勝
手
に
各
府
省
に
二

十
二
日
付
の
答
弁
資
料
作
成
指
示
文
書
を
出
し
た
の
だ
と
し
た
ら
、
内
閣
総
務
官
室
に
勤
務
す
る
官
僚
が
政
権
に
対
す
る
背
信

行
為
を
し
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

二



ま
た
、
新
聞
報
道
に
あ
る
よ
う
に
、
二
十
七
日
に
官
房
長
官
が
答
弁
資
料
作
成
指
示
撤
回
を
命
じ
た
後
も
、
内
閣
総
務
官
室

が
各
府
省
に
答
弁
資
料
作
成
を
依
頼
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
官
僚
に
よ
る
命
令
違
反
行
為
で
あ
り
、
鳩
山
政
権
が
目
指
す

「
脱
・
官
僚
依
存
」
「
政
治
主
導
」
と
い
う
方
針
が
既
に
形
骸
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

内
閣
総
務
官
室
が
、
各
府
省
に
対
し
て
、
首
相
等
の
答
弁
資
料
作
成
を
指
示
す
る
十
月
二
十
二
日
付
の
文
書
を
発
出
し
た

と
い
う
報
道
内
容
の
事
実
関
係
に
つ
い
て

�

当
該
文
書
を
発
出
し
た
事
実
は
あ
る
か
。

�

文
書
を
発
出
し
た
事
実
が
あ
る
場
合
に
は
、
首
相
等
の
答
弁
資
料
作
成
の
指
示
は
、
首
相
や
官
房
長
官
も
し
く
は
官
房

副
長
官
の
指
示
を
受
け
ず
、
内
閣
総
務
官
室
が
独
自
の
判
断
で
行
っ
た
の
か
。

�

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
に
「
政
・
官
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
閣
僚
懇
談
会
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
こ
に

は
、
「
『
官
』
は
、
大
臣
等
に
報
告
す
べ
き
情
報
を
秘
匿
し
た
り
偏
っ
た
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
報
告
責

任
を
全
う
し
、
国
家
公
務
員
法
の
精
神
に
則
り
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
『
基
本
認
識
』
で
明
ら
か
に
し
た

『
官
』
の
役
割
を
誠
実
に
果
た
す
も
の
と
す
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
も
し
も
、
内
閣
総
務
官
室
が
、
首
相
や
官
房
長

三



官
も
し
く
は
官
房
副
長
官
の
指
示
を
受
け
ず
、
官
房
長
官
へ
の
報
告
も
せ
ず
に
、
独
自
の
判
断
で
各
府
省
に
答
弁
資
料
作

成
の
指
示
を
出
し
た
と
す
る
と
、
「
政
・
官
の
在
り
方
」
に
著
し
く
違
反
す
る
行
為
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

二

十
月
二
十
八
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
に
、
「
二
十
七
日
夜
に
な
っ
て
も
首
相
官
邸
か
ら
各
府
省
に
対
し
、
答
弁
作
成
の
た
め

に
帰
宅
せ
ず
に
待
機
す
る
よ
う
指
示
が
出
た
と
い
う
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

�

平
野
官
房
長
官
が
答
弁
資
料
の
作
成
指
示
を
撤
回
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
二
十
七
日
夜
に
な
っ
て
も
首
相
官
邸

か
ら
各
府
省
に
対
し
て
、
答
弁
作
成
の
た
め
に
帰
宅
せ
ず
に
待
機
す
る
よ
う
指
示
が
出
た
」
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

�

官
邸
か
ら
各
府
省
に
対
す
る
待
機
指
示
の
事
実
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
首
相
か
官
房
長
官
も
し
く
は
官
房
副

長
官
か
ら
の
指
示
な
の
か
。

�

政
治
家
か
ら
の
指
示
で
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
誰
が
指
示
を
し
た
の
か
。

�

二
の
�
の
事
実
が
無
か
っ
た
と
す
る
と
、
官
邸
か
ら
朝
日
新
聞
社
に
対
し
て
抗
議
を
行
っ
た
か
。

�

結
果
的
に
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日
、
十
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
鳩
山
首
相
及
び
各
閣
僚
の

答
弁
に
つ
い
て
、
官
僚
は
答
弁
資
料
を
作
成
し
た
か
。
作
成
し
た
と
す
る
と
、
ど
の
閣
僚
の
ど
の
答
弁
か
。

四



三

内
閣
総
務
官
室
職
員
へ
の
処
分
に
つ
い
て

十
月
二
十
七
日
の
平
野
官
房
長
官
の
記
者
会
見
内
容
が
事
実
で
あ
り
、
内
閣
総
務
官
室
が
独
自
の
判
断
で
各
府
省
に
答
弁

資
料
作
成
の
指
示
を
出
し
た
と
す
る
と
、
こ
れ
は
、
鳩
山
政
権
が
掲
げ
る
「
脱
・
官
僚
依
存
」
に
対
す
る
著
し
い
背
信
行
為

で
あ
り
、
平
野
官
房
長
官
が
不
快
感
を
示
し
た
の
も
無
理
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
仮
に
、
十
月
二
十
七
日
に
前
問
二
の

�
の
事
実
が
あ
り
、
そ
れ
が
内
閣
総
務
官
室
の
行
為
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
内
閣
総
務
官
室
は
、
二
度
に
渡
っ
て
独
自
の
判

断
で
行
動
を
し
た
上
に
、
命
令
違
反
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

本
件
は
、
各
種
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
取
り
上
げ
る
な
ど
、
鳩
山
政
権
の
「
脱
・
官
僚
依
存
」
「
政
治
主
導
」
と
い
う
政
治

姿
勢
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
せ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
件
に
関
わ
っ
た
内
閣
総
務
官
室
の
職
員
へ
の
処
分
を
行
う
の

か
。

右
質
問
す
る
。

五


